しない やう、 この 問題 は 総体 的に 広く 考 へる ことにし 

たいと 思 ひます。 

そこで、 勤労者 は その 生活 を 中心として 絶えず 何 か 

を 求めて をり ます。 求めて ゐる もの は 何かとい へば、 

それに は 二つの 意味が いつでも あると 思 ふので す。 先 

づ、 何 か > 今 足りない とい ふこと、 それから、 その 足 

りない もの を 要求して ゐる とい ふこと、 この 二つです _ 

ところが、 要求して ゐて も、 何が 足りない のか 実際に 

自覚し ない 場合が あります。 勿論、 非常に 卑俗に 考へ 

て、 自分た ちの 欲望 を充 したいと いふ 気持 を 要求と 見 

ると、 さう いふ もの を 与へ さへ すれば、 一応 その 欲望 



かして 下さい、 これ ぢゃ満 人の 中 を 歩 けんです。 かう 

いふ 調子でした。 さう すると その 役人が 非常に 意外な、 

心外 だとい ふやうな 顔つき をした ので、 それから 私が 

口出し をして、 その 少年の 云 ひたい こと はもつ とよい 

着物 を 着たい とい ふこと だけ ぢ やない。 何 かもつと そ 

こに 要求が ある。 それ を 酌み 取って やって 戴きたい と 

云った のです が、 その 少年た ち は ヒット ラ—. ュ— ゲ 

ントが あ、 いふ 恰好 をして 日本に 来た こと も 知って ゐ 

ますし、 東亜の 指導者で あると いふ 矜り ももち たいで 

せう し、 少年と して そこに 一 つの 生活への 憧れ も ある 

だら うし、 さう いふ ものが 「この 服 を」 とい ふ 単純な 



のです。 オフィスの 中に しろ、 工場に しろ、 同僚 或は 

上役との 間の 人間的な 接触から 喜び も 悲しみ も 湧く の 

で、 さう いふ 結果から 考 へます と、 兎に角 日本人 同士 

が 仏頂面 をして、 なんでもない ことで 手下 を 叱りつ け 

たり、 無愛想な 返事 をしたり するとい ふ、 さう いふ こ 

と をし なくなる とい ふこと が、 先決問題と 思 ふので す _ 

凡そ 現在の 日本人 ほど 無愛想で、 突慳 貪で、 人の 気持 

を 汲まず、 大勢 ゐる なかで その 場 を 白けさせる ことの 

上手な 人間 はない と 思 ふくら ゐ です。 かう いふ ことが 

文化 問題と 云へ るか どうか 知りません が、 大いに 考へ 

る 必要が あり はしません か。 現在の 日本の、 所謂 生活 



必ずしも 立派な 人間で ある 必要 はなく、 寧ろ、 た、 V よ 

く 云 ふこと をき くと か、 間に合 ふと かいふ 点 だけから 

青年 を 遇する 傾向が 目立つ のであります。 (昭和 十六 

年 五月) 
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